




The Sustainable Development Goals as Goal-Setting Governance:











で行われ、その結果、17 の目標と 169 のターゲットから成る SDGs 案が採択された。その後、国連
加盟国間の交渉を経て最終ドラフトが合意され、2015 年 9 月の国連総会にて採択された。
SDGs は MDGs とは異なり、全世界共通の普遍的目標である。その意味で、発展途上国への開発援
助を主眼に置いた MDGs とは異なる性格を持つ。さらに、MDGs が主に先進国の一部の専門家によっ
て策定されたのに対して、SDGs はより開かれた OWG による国際交渉によって策定された。SDGs は、
今後、持続可能なグローバル・ガバナンスをどのように決定づけるのであろうか。このような背景を





















これまでの OWG に注目した研究は、OWG の成果文書についての分析を試みたものが殆どであっ
た。例えば、環境・社会・経済の 3 つの観点から目標やターゲットを整理ないしは評価したもの
（Bhattacharya et al. 2014; Kanie et al. 2015）、目標を関連付けることにより目標の実行可能性を高めよ
うとする「ネクサス」の観点から検討したもの（Weitz et al. 2014; Boas et al. 2016）、「包摂性」の観点
から目標やターゲットを評価したもの（Gupta and Vegelin 2016）などがある。
その一方で、OWG のプロセスそのものに着目した研究は、チャセックとワグナー（Chasek and 
Wagner, 2016）らが OWG 共同議長のリーダーシップという観点から、OWG での合意形成について着
目したもののみである。本研究は、「目標策定型ガバナンス」という特徴を持つ OWG における SDGs
策定プロセスに着目し、環境・経済・社会の 3 つの観点から、どのようにあるべき未来の姿から現在
を振り返り、目標を策定してく方法がとられたのか、具体的な目標形成プロセスを明らかにする点に





3.1　MDGs から SDGs へ 
MDGs は第二次世界大戦後に開催された様々な国連会議での議論を経て2）、1990 年代に国際開発
援助の増加を目指して策定された「国際開発目標（International Development Goals, IDGs）」を基礎に、
2000 年に開催されたミレニアム・サミットにおいて採択された開発目標である。（表 1）
















OWG は、地域代表制を採用しており、5 つの地域から指名される 30 議席によって構成される。実
際には 70 か国が参加しており、1 国 1 席を与えられた 4 カ国（ベニン、コンゴ、ガーナ、タンザニア）
をはじめ、2 か国で 1 議席を分け合う国（バハマ・バルバドス、ベラルーシ・セルビア、ブラジル・ニ
カラグア、ブルガリア・クロアチア、コロンビア・ガテマラ、メキシコ・ペルー、モンテネグロ・ス

















OWG は合計で 13 回の会議が 2013 年 12 月から 2014 年 7 月にかけて開催された（表 1）。最初の 8
回はストック・テイキングの意味合いが強く、どのようなイシューが盛り込まれるべきか、各国の意
見をインプットする期間であった。第9回会議の後、共同議長よりこれまでの意見や提案を19の「重
点領域（focus areas）」としてまとめたストック・テイキング文書が発表され、第 10 回会議の後に 16
の重点領域に絞り込まれ、これが SDGs の土台となった。これをもとに各国が議論を整理し、第 11
回から第 13 回にかけて最終的なまとめの作業を行った結果、17 の SDGs 案が策定された。
このように、OWG では各国が 2030 年を見据え、持続可能な社会を構築するために、オープンに
開かれた会合でたくさんの意見を集め、それを重要なイシューに絞り、目標の土台を作成していく作
業が行われた。結果、採択されたのが 17 の目標と 169 のターゲットからなる SDGs である。これは、
8 つの目標と 21 のターゲットからなる MDGs と比較しても、より広範囲な領域を含んでいることは
言うまでもない。表 2 は、MDGs と SDGs を比較したものである。MDGs は貧困と飢餓の撲滅（目標













3 月 14 - 15 日
SDGs のアジェンダに関する意見交換
第 2 回会議 4 月 17 日 - 19 日 SDGs の概念及び貧困撲滅
第 3 回会議 5 月 22 日 - 24 日 食料安全保障と栄養、持続可能な農業、砂漠化・ 土地劣化、水と衛生
第 4 回会議 6 月 17 日 - 19 日 雇用と社会的保護、若年層、教育と文化、健康と人口
第 5 回会議 11 月 25 日 - 27 日
持続可能で包摂的な経済成長、マクロ経済政策（国際貿易等）、インフ
ラ整備と工業化、エネルギー






1 月 6  - 10 日
持続可能な都市・住居、持続可能な交通、持続可能な消費と生産、 気候
変動、災害リスクの削減
第 8 回会議 2 月 3 - 7 日
海洋、森林、生物多様性、公平性（ジェンダー問題含む）、紛争予防と
平和構築、法とガバナンス
成果文書 2 月 14 日
共同議長により 19 の SDGs に関する重点領域（focus areas）を含む「ス
トック・テイキング」文書が公表される
第 9 回会議 3 月 3 - 5 日 ストック・テイキング文書の各重点領域の採択・レビュー / 改正の提案
第 10 回会議 3 月 31 - 4 月 4 日
各重点領域に関連するクラスターに基づく議論、300 以上のターゲット
案が参加国およびメジャーグループより提出される
成果文書 4 月 18 日
共同議長により 16 の SDGs に関する重点領域と 140 のターゲット案を
含む「ワーキング・ドキュメント」が公表される
第 11 回会議 5 月 5 - 9 日
共同議長より公表されたワーキング・ドキュメント（改訂版重点領
域）に基づくコンサルテーション
成果文書 6 月 2 日
共同議長により 17 の目標案と 212 のターゲット案を含む「ゼロドラフ
ト」が公表される
インフォーマ
ル・ コ ン サ ル
テーション
6 月 9 - 11 日
ゼロドラフトに対するインフォーマルな意見交換
第 12 回会議 6 月 16 - 20 日
インフォーマル・コンサルテーションに基づくゼロドラフトに関する
意見交換
成果文書 6 月 30 日 共同議長により「リバイズ版ゼロドラフト」が公表される
インフォーマ
ル・ コ ン サ ル
テーション
7 月 9 - 11 日
持続可能な開発目標及びターゲットに関するコンサルテーション改良
版 SDGs 及びターゲットの作成









OWG プロセスが始まる前の 2012 年 10 月から 11 月にかけて、SDGs プロセスの事務局である国連
経済社会局（UNDESA）は、国連加盟国政府に対して SDGs のあり方に関するアンケートを実施し
た。その結果、ほとんどの国が、SDGs は、経済・社会・環境の 3 つの柱をバランスよく統合した目
標であるべきだと回答している（井口 et al. 2012）。OWG における国際交渉は、この点が特に重視さ
















































表 3　 OWG における SDGs 案の変化
19 の重点領域：「ストック・テイキ
ング」文書
（2014 年 2 月 14 日）
16 の重点領域：「作業文書（ワーキ
ング・ドキュメント）」
（2014 年 4 月 18 日）
17 の目標案：「ゼロ・ドラフト」
（2014 年 6 月 2 日）
1.     貧困の撲滅
2.     食料安全保障と栄養
3.     健康と人口ダイナミクス
4.     教育
5.     ジェンダーの公平性と女性のエ
ンパワメント
6.     水と衛生
7.     エネルギー
8.     経済発展
9.     工業化
10.   インフラ
11.   雇用とディーセント・ワーク
12.   公平性の促進
13.   持続可能な都市と住居
14.   持続可能な消費と生産
15.   気候変動
16.   海洋資源
17.   エコシステムと生物多様性
18.   実施手段
19.   平和と安全な社会を可能にする
制度設計
1.     貧困の撲滅、共有財産の構築及
び公平性の促進
2.     持続可能な農業、食料安全保障
と栄養改善
3.     健康と人口ダイナミクス
4.     教育および生涯学習
5.     ジェンダーの公平性と女性のエ
ンパワメント
6.     水と衛生
7.     エネルギー
8.     経済成長、雇用とインフラ
9.     工業化と国家間公平性の促進
10.   持続可能な都市と住居
11.   持続可能な消費と生産の促進
12.   気候変動
13.   持続可能な海洋資源の利用と海
洋保全
14.   エコシステムと生物多様性
15.   実施手段と持続可能な開発のた
めのグローバル・パートナー
シップ
16.   平和で包摂的な社会、法と効果
的で有用な制度を達成
1.     あらゆる場所のあらゆる形態の
貧困撲滅
2.     飢餓の撲滅、食料安全保障と栄
養改善、持続可能な農業の促進
3.     あらゆる年齢のすべての人々の
健康的生活の確保、福祉の促進
4.     すべての人々に公平かつ包摂的
な質の高い教育と生涯学習の機
会提供
5.     あらゆる場所でのジェンダーの
公平性と女性のエンパワメント
の実現
6.     持続可能な世界のために、すべ
ての人々への水と衛生を確保す
る
7.     全ての人々の持続可能で信頼で
きる現代的エネルギーサービス
へのアクセスの確保
8.     強力かつ包摂的で持続可能な経
済成長、雇用とディーセント・
ワークの促進
9.     持続可能な工業化促進
10.   国内・国家間の不平等是正
11.   包摂的で安全かつ持続可能な都
市と住居
12.   持続可能な消費と生産の促進
13.   気候変動対策をあらゆるレベル
で促進
14.   持続可能な海洋資源の利用と海
洋保全の実現
15.   エコシステムを保護・回復し、
すべての生物多様性の損出を阻
止
16.   平和で包摂的な社会、すべての
人々への司法へのアクセス、及
び効果的で有用な制度を達成





おける SDGs 案の変化を示したのである。本節では、環境・経済・社会の 3 側面から、SDGs をめぐ
る国際交渉に関して、特に重要であった議論に着目しながら目標形成プロセスを分析する。
155「目標策定型ガバナンス」としての持続可能な開発目標
第 1 に、MDGs では含まれなかった海洋保全・生物多様性の保護・気候変動問題への対処などの環
境関連目標が、それぞれ独立目標として新たに SDGs に含まれた（目標 13、14、15）。この背景には
第 7 回 OWG 会議において、これらの環境問題が社会・経済とも密接に関連することが認識され、そ






対策と SDGs とは深い「相乗的」な関係にある、という議論がある（Scott and Shepherd 2011; Marston 










の取扱についての議論が割れたのだ（OWG 2014a）。結果、最終的な SDGs 案では、「国連気候変動枠
組条約が気候変動対策に関する国家間交渉の主要な枠組みである」ことが明記され、アメリカなどの
意見が反映された形になっている。この背景には、国連総会で SDGs が採択される 2015 年 9 月の 3 ヶ
月後の 12 月には、フランス・パリで中・長期の気候変動対策の国際的枠組みを決定する第 21 回国連
気候変動枠組条約締約国会議（UNFCCC COP21）の開催が予定されていたため、アメリカを中心と
する主要な温室効果ガス排出国に配慮する形でこのような措置がなされたものと推測される。
第 2 に、経済に関する目標については、MDGs の一番の要であった貧困撲滅及び経済成長のため
の開発という観点から議論が展開された。まず貧困撲滅に関しては、アイルランドやフィジーから、
MDGs で用いられた「1 日の収入が 1 米ドル未満の人口比率を半減する」という単純なターゲットで





ば、第 5 回 OWG 会議においては、途上国が MDGs に含まれなかった貿易、金融や債務といった課
題を SDGs に含むべきといった経済目標の拡大を支持したのに対して、アメリカが経済目標はあくま
で貧困撲滅のための政策として議論されるべきであり、「目標」として設定するには疑問が残る、と







































本稿は、「目標策定型ガバナンス」という特徴を持つ OWG における SDGs 策定プロセスに着目し、
環境・経済・社会の 3 つの観点から OWG プロセスを分析した。この結果、以下のことが明らかと
なった。第 1 に、環境関連目標においては MDGs で含まれなかった海洋保全・生物多様性の保護・
気候変動問題への対処が、それぞれ独立目標として新たに SDGs に含まれた一方で、気候変動問題に
関してはその政治性の複雑さ故に先行する国連気候変動枠組条約での議論を優先することが明記され

















ずに、単一の、すべての国が目指すべき目標（英語では One size fits all）として作られた。結果、グ
ローバル・レベルとローカル・レベルを結ぶような仕組みが欠如し、目標に係る「実施の手段」に関










 1） パリ協定は、各国が産業革命以前から世界の平均気温上昇を 2℃未満に抑えるために（1.5 度に抑えること
が、リスク削減に大きく貢献することにも言及）、今世紀後半には人間活動による温室効果ガス排出量を実
質ゼロにする方向を打ち出した。
 2） 例えば、1948 年に第 3 回国連総会において採択された「世界人権宣言」により「すべて人は、衣食住、医
療及び必要な社会的施設等により、自己及び家族の健康及び福祉に十分な生活水準を保持する権利」を有
することが記載されている（UN 1948）。その後、1970 年に国連総会で採択された「第 2 次国連開発の 10 年
のための国際開発戦略」案において、先進国は対 GNP 比 0.7% まで ODA を増額するという努力目標が盛り
込まれた（UN 1970）。
 3） 詳しくは、井口 et. al.（2017）を参照のこと。
 4） SDGs は、もともとリオ＋ 20 を一年に控えた 2011 年 9 月の国連総会においてコロンビア政府によって提言
されたものである。
 5） この統合的アプローチ（integrated approach）とは、コロンビアによって提案されたアプローチであり、連関
する様々な目標やターゲットを統合的に組み込む事によって、目標数自体を限定されたものにする事を意
図するものである（Government of Columbia 2013）。
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